＜参考様式１１＞

専門家業務報告書

	専門家  氏名（                          ）

	実施年月日
	２０    年    月    日

	実施時間
	時    分～    時    分

	調査・指導対象先の概要（資料を添付のこと。）












	調査・指導事項と調査・指導の経過概要
＊  当日の資料を添付してください。
＊  専門家経費の支出対象日※ごとに作成してください。
























※ 支出対象日とは、支出対象となる調査・指導の実施日をいいます。

＜参考様式１１＞記入例
（調査・指導1日目）


専門家業務報告書

	専門家  氏名（補助金  三郎）

	実施年月日
	202X年4月16日

	実施時間
	9時00分～17時00分

	調査・指導対象先の概要（資料を添付のこと。）

（名称）新商品展開に向けた経営・販売体制の整理
（住所）神奈川県横浜市XX－XX ○○センター
（面談者）新事業 太郎、新事業 次郎


	調査・指導事項と調査・指導の経過概要
＊  当日の資料を添付してください。
＊  専門家経費の支出対象日※ごとに作成してください。

（調査・指導事項）
1. 経営課題および商品企画の方向性の整理
1. 想定顧客層・販売チャネルの検討
1. 現状の業務体制の確認と改善点の抽出

（調査・指導の経過概要）【第1回指導】
1. 経営課題・商品企画の方向性整理
· 経営者・担当者ヒアリングを実施し、売上構成・既存商品の課題・外部環境を整理。
· 新商品の方向性として、既存製品との差別化要素（味・素材・用途）を明確化する必要性を指摘し、検討観点を提示。
1. 顧客層・販売チャネルの検討
· 現在の顧客属性（年齢・購入頻度）を確認し、想定ターゲットを「健康志向層」「贈答ニーズ層」の2軸に再整理。
· 販売チャネルについて、既存の店頭販売に加え、ECや地域の専門店など低負荷で開始できる選択肢を提示。
1. 業務体制の確認
· 商品企画〜製造〜販売までの流れをヒアリングし、役割分担が不明確な部分を特定。
· 担当者の業務負荷が集中している点を指摘し、企画・販売業務の整理と優先順位付けを助言。
（総括）
経営課題の全体像が整理され、新商品の方向性と想定顧客像が明確になった。業務体制の改善余地も把握できた。







※ 支出対象日とは、支出対象となる調査・指導の実施日をいいます。


＜参考様式１１＞記入例
（調査・指導2日目）



専門家業務報告書

	専門家  氏名（補助金  三郎）

	実施年月日
	202X年4月23日

	実施時間
	9時00分～17時00分

	調査・指導対象先の概要（資料を添付のこと。）

（名称）新商品展開に向けた経営・販売体制の整理
（住所）神奈川県横浜市XX－XX ○○センター
（面談者）新事業 太郎、新事業 次郎


	調査・指導事項と調査・指導の経過概要
＊  当日の資料を添付してください。
＊  専門家経費の支出対象日※ごとに作成してください。

（調査・指導事項）
1. 商品企画の具体化（試作・品質条件の検討） 
2. 販売計画（数量・価格帯）の検討 
3. 業務フローおよび体制面の改善案の提示

（調査・指導の経過概要）【第2回指導】
1. 商品企画の具体化
· 試作済みサンプルの評価（味・見た目・容量）について意見交換し、改善ポイントを整理。
· 商品として最低限満たすべき項目（味の安定性、賞味期限、表示内容）を事業者と共有し、今後の検討軸として設定。
2. 販売計画の検討
· 過去の販売データを基に、販売数量の現実的な目安を算定。
· 価格設定は、原材料費や競合価格帯を踏まえて、無理なく市場に投入できる範囲を提示し、複数案を比較。
3. 業務フローおよび体制改善
· 開発〜販売までの工程を時系列に整理し、開始可能時期や必要作業を明確化。
· 各工程の担当者を再確認し、作業が集中する時期に外部協力の選択肢があることを助言。

（総括）
商品企画・販売計画ともに方向性が具体化し、実現に向けた業務手順と体制の見通しが立った。







※ 支出対象日とは、支出対象となる調査・指導の実施日をいいます。
